
令和７年2月21日 
本原小学校保護者 様 

本原小学校長 
     松井 真由美 

令和6年度本原小学校後期学校評価アンケートについて 
 

2学期に実施した学校評価アンケートにご協力いただきまして、ありがとうございました。保護者の皆様、児童に実施したア
ンケート結果は下記のとおりです。 

 
凡例は、    そう思う… A     だいたい思う…B      あまり思わない…C      思わない…D 
保護者アンケート：お子様に関すること 回収率 53.3％（120名） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                      
 
 
 
 
 
 
保護者アンケート：学校、職員に関すること 回収率 53.3％（120名） 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                     設問3の「学校だより、学年だより、安心・ 

安全メール、ホームページにより、学校で
の教育活動の情報を伝えている。」につ
いては、Ａ，B をあわせた数値が前期
94.0%➡後期 89.2%と、―4.8％とな
った。安心メールから tetoru（テトル）に
移行となるのにあわせ、お便りのデジタ
ル配信もしていきたい。 

５　 学校内外の相談体制の周知、受け入れ体制の整備を進めている。（相談窓口、支援会議、関係機関との連携等）

５　 学校内外の相談体制の周知、受け入れ体制の整備を進めている。（相談窓口、支援会議、関係機関との連携等）

A
44%

B
48%

C
8%

D
0%

１ 「学校は楽しい。」と言っている。

40%

40%

20%

0%

２ 自分から元気なあいさつをすることができている。

39%

53%

8% 0%

３ 自分にはいいところがあると思っている。

43%

51%

6% 0%

４ 楽しい学校になるよう、いやなことをしなかったり、自分

からよいことをしたりすることができている。

69%

21%

7%
3%

５ 外で遊んだり、元気に運動したりすることができてい

る。

52%45%

2%1%

６ 安全に気をつけて、生活をすることができている。

58%

38%

4%0%

７ 清掃、係、給食当番、児童会などの活動をしっかり

やることができている。

32%

50%

17%

1%

８ 「授業は、わかりやすい。」と言っている。

77%

22%

1%

９ 授業で、友だちの考えを聞いたり、伝えたりして、

もっと考えようとすることができている。

30%

44%

23%

3%

１０ 地域の人と協力したり、教えていただいたりして、いろ

いろな活動をすることができている。

46%

46%

7% 1%

１１ 児童会や、縦割り班の活動を、みんなと協力してや

ることができている。

37%

48%

9%

6%

１ 「原っ子応援団（学習支援ボランティア）と連携し、地域

に根ざした活動の場を設け、体験活動が充実している。

38%

52%

7% 3%

２ 児童会、縦割り班、校外での交流活動を通して、「ひ

と・こと・もの」との関わりやつながりを大事にした取組

をしている。

50%

39%

8%
3%

３ 学校だより、学年だより、安心・安全メール、ホーム

ページにより、学校での教育活動の情報を伝えている。

36%

54%

7% 3%

４ 地域との連携を積極的に行ったり、直接または連絡帳、電

話などで保護者と連絡をとったりして、信頼関係を深めてい

る。

28%

57%

12%
3%

５ 学校内外の相談体制の周知、受け入れ体制の整備を進

めている。（相談窓口、支援会議、関係機関との連携等）



 
児童アンケート 回収率 97.8％（220名） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問1 「学校はたのしい。」「お子さんは、「学校は楽しい。」と言っている。」については、保護者アンケートのＡ評価で前期

53.4%➡後期44.2%の-9.2%、A,Bあわせて前期95.6%➡後期91.7%の-3.9%と下がったが、児童アンケートで

は、Ａ評価で前期57.0%➡59.1%の+2.1%と上がった。A,Bあわせた評価では前期87.8%➡後期86.8%の-

1.0%となった。おおむね楽しく学校に登校できている状態である。 

 

設問8「授業は分かりやすかった。」「お子さんは、『授業は、わかりやすい。』と言っている。」については、保護者アンケート

のＡ評価で前期37.9%➡後期31.7%の-6.2%、A,Bあわせて前期82.7%➡後期81.7%の-1.0%と下がったが、

児童アンケートでは、Ａ評価で前期60.2%➡60.9%の+0.7%、A,Bあわせた評価では前期91.0%➡後期91.8%の

+0.8%と上がった。 

 

同様に、設問9「授業で、さまざまなことについて、進んで考えることができた。」についても、Ａ，Ｂあわせた評価で、保護者

アンケートでは前期87.9%➡後期83.3%の-3.6％と下がったが、児童アンケートでは、前期86.5％➡後期88.6％の

+2.1％と上がった。 

 

設問10「授業で、友だちの考えを聞いたり相談したりして、もっと考えるようとすることができた。」については、Ａ，Ｂあわせ

た評価で、保護者アンケートでは前期70.6%➡後期73.3%の+2.7％、児童アンケートでも、前期79.5％➡後期

85.6％の+6.1％と、どちらも上がってきている。引き続き、長野県教育委員会より出されている「授業がもっとよくなる3

観点」（ねらい、めりはり、見とどけ）を意識した授業や、「問いのある授業」をとなるよう、授業改善に努力してまいります。 

A
59%

B
28%

C
8%

D
5%

１ 学校（がっこう）はたのしい。

42%

38%

17%

3%

２ 自分から元気なあいさつをすることができた。

42%

36%

14%

8%

３ 自分にはいいところがあると思う。

47%

42%

8% 3%

４ たのしい学校になるよう、いやなことをしなかった

り、自分からよいことをしたりすることができた。

59%24%

12%

5%

５ 外で遊んだり、元気に運動したりすることができた。

71%

22%

5% 2%

６ 安全にきをつけて、生活をすることができた。

69%

25%

3% 3%

７ そうじ、係、給食当番、児童会などの活動をしっかり

やることができた。

61%

31%

6% 2%

８ 授業は分かりやすかった。

50%

39%

8%
3%

９ 授業で、友だちの考えを聞いたり、伝えたりして、

もっと考ようとすることができた。

53%

33%

12%
2%

１０ 地域の人と協力したり、教えていただいたりして、

いろいろな活動をすることができた。

69%

25%

4% 2%

１１ 児童会や、たてわりはんの活動を、みんなと協力し

てやることができた。



 

教職員アンケート：児童に関すること  （20名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教職員アンケート：学校に関すること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教職員アンケートについて、設問 1～8 において、Ａ評価の割合が、児童、保護者アンケートよりも「厳しめ」の評価となっ

ている。引き続き、自己を「厳しめ」に振り返り、授業改善を含め、検討しながら、学校運営を行っていきたいと考えております。 

 

５　 学校内外の相談体制の周知、受け入れ体制の整備を進めている。（相談窓口、支援会議、関係機関との連携等）

５　 学校内外の相談体制の周知、受け入れ体制の整備を進めている。（相談窓口、支援会議、関係機関との連携等）

A
20%

B
80%

C
0%
D
0%

１ 「学校は楽しい。」と言っている。

20%

50%

30%

0%

２ 自分から元気なあいさつをすることができている。

10%

80%

10% 0%

３ 自分にはいいところがあると思っている。

10%

90%

0% 0%

４ 楽しい学校になるよう、いやなことをしなかったり、

自分からよいことをしたりすることができている。

50%
45%

5% 0%

５ 外で遊んだり、元気に運動したりすることができてい

る。

20%

60%

20%

0%

６ 安全に気をつけて、生活をすることができている。

30%

60%

10% 0%

７ 清掃、係、給食当番、児童会などの活動をしっかり

やることができている。
10%

85%

5% 0%

８ 「授業は、わかりやすい。」と言っている。

89%

11% 0%

９ 授業で、友だちの考えを聞いたり、伝えたりして、

もっと考えようとすることができている。

40%

50%

10% 0%

１０ 地域の人と協力したり、教えていただいたりして、

いろいろな活動をすることができている。

50%50%

0%0%

１１ 児童会や、縦割り班の活動を、みんなと協力してや

ることができている。

45%

55%

0%0%

１ 「原っ子応援団（学習支援ボランティア）と連携し、

地域に根ざした活動の場を設け、体験活動が充実してい

る。

35%

55%

10% 0%

２ 児童会、縦割り班、校外での交流活動を通して、「ひ

と・こと・もの」との関わりやつながりを大事にした取組

をしている。

60%

35%

5% 0%

３ 学校だより、学年だより、安心・安全メール、ホーム

ページにより、学校での教育活動の情報を伝えている。

30%

70%

0%0%

４ 地域との連携を積極的に行ったり、直接または連絡

帳、電話などで保護者と連絡をとったりして、信頼関係を

深めている。

40%

50%

10% 0%

５ 学校内外の相談体制の周知、受け入れ体制の整備を進

めている。（相談窓口、支援会議、関係機関との連携等）


